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たことでもあったはずである（朴， 2014, p. 74）。
　それ （＝ 〈疑似家族〉 や 〈銃後の女〉 という役割、引用者注） はもちろ
ん国家が勝手に与えた役割だったが、そのような精神的「慰安」者とし
ての役割を、慰安婦たちはしっかり果たしてもいた（朴， 2014, p. 74）。
　彼女たちは、自分たちに与えられていた「慰安」という役割に忠実
だった。彼女たちの笑みは、売春婦としての笑みというより、兵士を慰
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る（佐波， 2013, p. 221）。
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